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環境問題への市民参加を呼びかけようとする場合、恥や「罪の意識」が大きな動機
になり得ると、英米圏の心理学的調査が示唆している。しかし、環境学者の多くは、
ルールや価値観、「すべき」論を述べるに留まり、市民参加について言及していな
い。却って彼らが考える「理性的な個人」を前提としては、そうでない人間や、個人
だけでは説明できない集団的責任については論じることはできない。本講演では、
集団的恥や「罪の意識」に注目し、その道徳感情が温暖化のような環境問題への市
民行動を起こすためには効果的であることを示唆する。
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